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 平成20年度下水道特別会計補正予算（第3号）  　

　歳入歳出予算にそれぞれ220万8千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ13億2,883万9千円と
するもの。歳入は雑入として街路中央線工事に伴う補償金（公共枡）170万7千円、財産収入として下水
道改修基金の利子分50万1千円を増額する。歳出は、下水道施設改修基金への積立金214万9千円を含
む総務費220万8千円を追加するもの。

 平成20年度水道事業会計補正予算（第4号）  　

　街路中央線工事に伴う受託工事の消火栓移設、改修、新設の補償金として300万円を収益的収入及び
支出から資本的収入及び支出に組み替える。収益的収入の営業収益に上記工事の雑収益として補償金
46万円、営業外収益に定期預金利息分30万2千円を追加補正する。また、資本的収入中、上水道石綿
管更新減385万3千円を加え、収入計を85万3千円の減額補正する。支出では、資本的支出の消火栓設
備費として300万円を追加補正するもの。
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